
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「皆さんの充実した学校生活をお手伝いしたい」。図書館活動の目的として、今年度最初の「図書館通

信」でこう記しました。今学期も、その目的を達成すべく、いくつかの図書館企画を実施していきたい

と考えています。現時点で予定されている主な企画を、下にまとめました。どの企画についても、開催

場所は図書館 2階・多目的コーナーです。皆さんのご参加をお待ちしています！ 

日 時 企 画 内 容 

 

10/17（金） 試験後 

 

上 映 会 

今年度のサマセミ特別講師であった作家・汐見夏衛さんの小

説『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら』の映画を上映

します。 

10/28（火） 16 時～ 読 書 会 
今回のテーマも、「お気に入りの 1冊の紹介」です。皆さんで

好きな本について楽しんで話しましょう。 

11/2 （日）午後予定 歌  会 
父母懇とのコラボ企画です。新しい取り組みにチャレンジと

のこと。詳細については決まり次第、連絡します。 

 

 

11/4 （火） 16 時～ 

 

 

講 演 会 

「校内読書週間」の開催に合わせて、「戦後 80 年」について

の講演会を実施します。講師は、南山大学国際教養学部・南

祐三先生。フランス現代史を専門とする先生に、「フランスと

第二次世界大戦」をテーマに話していただきます。敗戦国の

日本とは異なる、戦勝国フランスの「戦後 80 年」。両国の「戦

後」は何が異なるのか。講演をぜひお聴きください。 

11/28（金） 試験後 上 映 会 上映する映画について、現在検討中です。お楽しみに。 

 

図書館 1階・共用スペースのソファーが、7月の PTA三者懇談会中に新調されました。（株）あいち銀

行大須支店のご協力のもと、図書館の書棚や机などを製作してくださっている（株）桜屋より寄贈して

いただきました。 

去る 5 日（金）の午後、あいち銀行大須支店と桜屋の関係者の方々が来校され、ソファーの贈呈式が

行われました。目録が鈴木校長先生に手渡されました。ありがとうございました。 

  

第 17 号 ９月１０日（水） 
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今月の「企画展示」のテーマは、「スポーツ」です。「スポーツの秋」を意識した企画にしました。ぜ

ひ、展示本を手に取ってみてください！ 

 さて、今回紹介する本は、共同通信社編『迷いのない人生なんて－名もなき人の歩んだ道』（岩波ジュ

ニア新書、2024年）です。本書は、「図書館通信」第 15号で取り上げた勅使河原真衣さんがお薦めする

一冊で、そのねらいが冒頭でこう記されています。「著名な人物の成功物語ではなく、私たちの身近にい

るごく普通の人たちの心の揺らぎに目を凝らしてみたのが本書です。タイトルの「迷いのない人生なん

て」には、迷いを抱えながら生きる人への共感とエールを込めました。・・・子どもにとっても、大人に

とっても、安心して失敗ができ、遠回りをしても大丈夫と思える世の中であってほしい。そう願いを込

めて、はじめに代えたいと思います」。 

本書で展開される 47 名の人生物語は、「ごく普通の人たち」なのかと思うぐらい、実に多彩です。自

分の気持ちに応じて、物語のどれかが心に突きささるように感じました。本書では、上記の連載記事に

加えて、物語の「今」の主人公が「かつて」の自分に宛てたコメントも掲載されています。その珠玉の

コメントから、特に感慨深いと思った言葉を一部抜粋して紹介します（前後の文脈が重要なので、興味

を持った人は、全文をぜひ読んでみてください）。 

 
★ 人生に成功とか失敗は関係ない。大切なのは自分がやりたいことを、とことんやること。 

★ 誰かの役に立たなきゃ、いちゃいけないって思い込んでいたけれど、誰もが存在するだけで素晴ら

しくて美しいんだって今は思える。あなたの苦しみは、時間をかけてあなたの優しさになるよ。 

★ 無駄に思える、そのすべての経験が、その先の道につながるよと。でもね、今のその迷いは、夢と

か人生とか自分自身の小さな世界のことだけ。世の中にはどれだけ必死になっても変えられないこ

と、救えない命や尊厳という、もっと深くて暗い迷い道があることを将来知るんだよ。それでも生か

されている者は、命ある限り、その道を歩き続けるしかないことも。 

★ 時がたてば状況は変わっていく。若い時にはそれが分からない。自分が変わらなければ周りも変わ

らないことを学んだ。 

★ いろいろな人とつながって、自分の人生を楽しむこと。一歩踏み出せばすてきな出会いが待ってい

る。当事者や家族だけで問題を抱え込まず、みんなで支えようという世の中にしていきたいね。 

★ 人生はいつからでも間に合う。分かりやすい言葉に逃げ込まないこと。人に依存せずに自分の頭で

考え続けること。答えはそこにしかない。 


